









・本殿 1、本殿 2 ともに柱脚の滑動が確認され、いずれも部分的に土台が礎石から滑り落ちていた。特に本
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In this paper, we analyze damage and column-base movement of traditional timber buildings on the 2016 Kumamoto 
Earthquake, based on inventory surveys. We chose two districts as inventory survey area. Most of the traditional timber 
buildings in the areas could be classified as either house or barn, and the damage of barn buildings were heavier than 
that of houses. Column-base movement were observed at many buildings, and it is found that the heavy damage of 
surrounding soil and foundation tended to increase the column-base movement. 
 


























である。国土地理院地理院地図 4)を基に作成した調査範囲を図 1 に示す。 
調査は、2～3 名を 1 チームとして行い、可能な場合は住民へのヒアリングを行った。調査期間は 2016 年
5 月 21～23 日である。外観目視で確認した各部の被害状況から、表 1 の判定表を参照して総合判定（無被害
～倒壊）を調査者の判断により決定した。調査シートを論文末尾に付図 1 として示す。 
 
  
a) 小谷地区                     b) 布田地区 
図 1 外観悉皆調査範囲 
 
表 1 被害程度の判定表 
軸組架構 屋根 外壁 基礎 総合判定 
層崩壊 － － － 倒壊 
傾斜大、一部崩壊 小屋組破損大 下地剥落 基礎崩壊 大破 
傾斜中～小 屋根材ずれ・落下 仕上げ脱落 ひび割れ・ずれ 中破 
傾斜小 亀裂・仕上げ剥落 亀裂 小破 













たものを図 4～6 に示す。専用住宅では、伝統木造が約 30%、在来木造が約 60%、車庫・納屋では、伝統木
造が約 65%、在来木造が約 20%であることが分かる。階数は、専用住宅では平屋 20%、総 2 階建て約 20%、
部分 2 階建てが約 60%、倉庫・納屋では平屋約 30%、総 2 階建て約 50%であった。専用住宅は、桟瓦葺き入
母屋屋根を複雑に架けたものが多かった。一方、倉庫・納屋は、桟瓦葺き切妻屋根、正面が開放的で大断面
の梁を有することが特徴的であった。以降の分析においては、伝統木造の専用住宅および倉庫・納屋の調査




図2 建築物の用途        図3 建築物の構造形式 
 
 
図 4 用途ごとの構造形式       図 5 用途ごとの階数       図 6 用途ごとの屋根葺き材 
 
     












































































専用住宅 49 99 5 
倉庫・納屋 67 23 11 
その他 
・不明 




図 7 用途ごとの被害程度         a) 専用住宅          b) 倉庫・納屋 

































~5 ~10 ~15 ~20 ~25 ~30 記入無し 
専用住宅 1 0 0 0 0 0 0 18 
土蔵 1 0 0 1 0 0 0 0 
倉庫・納屋 10 3 2 0 0 0 6 25 
車庫・ガレージ 1 0 0 0 0 0 0 0 









































a) 専用住宅          b) 倉庫・納屋 
図 9 建築年代ごとの伝統木造の被害程度 
a) 専用住宅          b) 倉庫・納屋 
















































ると考えられる。柱脚の移動が確認された 25 棟における敷地擁壁および基礎の被害を図 11、12 に示す。い
ずれも 6～7 割が無被害となっており、布田地区に比べて被害が小さい。敷地擁壁や基礎の被害が小さかっ
たため、柱脚の移動量も小さかったと考えられる。  
      





用途、構造形式の集計結果を図 13、14、調査棟数を表 4 に示す。益城町小谷地区と同様に、同一敷地内
に専用住宅と倉庫・納屋を併存しているケースが多かった。専用住宅と倉庫・納屋で全体の 89%を占めてい
る。構造形式としては、伝統木造と在来木造がほとんどを占めている。 
前章と同様に用途別に各項目を整理した結果を図 15～17 に示す。専用住宅では伝統木造が約 40%、在来
木造が約 50%、倉庫・納屋では伝統木造が約 70%、在来木造が約 20%であった。階数は、専用住宅では平





図 13 建築物の用途         図 14 建築物の構造形式 
 








































































専用住宅 17 19 4 
倉庫・納屋 23 5 4 
その他 













図 18 用途ごとの被害程度         a) 専用住宅         b) 倉庫・納屋 



































































a) 専用住宅          b) 倉庫・納屋 
図 20 建築年代ごとの伝統木造の被害程度 
a) 専用住宅          b) 倉庫・納屋 

























































~5 ~10 ~15 ~20 ~25 ~30 30+ 記入無し 
専用住宅 2 0 1 1 1 1 0 0 7 
倉庫・納屋 0 2 0 2 0 1 1 2 10 
計 2 2 1 3 1 2 1 2 17 
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